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令和６年度当初予算知事審査における主要な議論 

（危機管理防災部） 

 
■ ＤＸを活用した災害対応力の強化事業費（P16） 

 

 知  事 ドローンの使用目的は何か。また、どのような機種を使用

するのか。 

 担当部局 一番の目的は被害状況の把握である。防災ヘリは日中のみ

の出動となるため、夜間の場合は発災から到着までに時間

がかかる。ドローンを使用することで被害状況を把握する

までのタイムラグをなくしたい。機種は、広域に適した航

続距離の長いＶＴＯＬ機（垂直離着陸機）や、悪天候下で

も飛行可能なドローンなどがあり、状況に応じて選定す

る。 

 知  事 被害状況の映像を送信するだけでなく、どのような災害が

起きた場合に、どのような機種を選定し、リスクの高い災

害現場でどのくらい活用可能なのか、事前に明確にしてお

いてほしい。 

 担当部局 承知した。 
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■ ジェンダー視点による避難所開設・運営の充実強化事業費（P17） 

 

 知  事 市町村が避難所開設マニュアルを持っているのであれば、 

      国のガイドラインの内容を反映すればよいのではないか。 

 担当部局 国のガイドラインは、チェックリストのようなものだけで 

      あるため、内容を避難所開設マニュアルのレイアウトに反 

      映するなど、具体化が必要である。 

 知  事 マニュアルにジェンダー視点が反映されていないのは危機 

      的状況であり、モデル市町村を選定して伴走支援をする余 

      裕はない。県が手引きを作って、１年間で全市町村にマニ 

      ュアル作成してもらうべきなのではないか。 

 担当部局 予算額を再度整理する。 

 

（後日審査） 

 担当部局 モデル市町村を選定し、伴走支援する事業手法を改め、県 

      が標準となる手引きを作成し、市町村へマニュアル作成を 

      依頼する形にする。会議等を活用し、市町村へ直接説明す  

      ることにより、令和６年度中に全県展開を図る。 

 知  事 了解した。 
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